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Ⅰ-13 郵便番号辞書インポート 
 

郵便番号辞書インポートの役割 

郵便番号データをＮＢＳシステムへインポートする処理です。 

日本郵政・郵便番号データダウンロードサイトのデータを用いてインポートが可能です。 

 

あらかじめ日本郵政のホームページより郵便番号データをダウンロードしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本郵政 郵便番号データダウンロード 

http://www.post.japanpost.jp/zipcode/dl/kogaki/zip/ken_all.zip 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能について 

 

インターネットが

使用可能な PC

にて、日本郵政

のホームページ

から 

「 KEN_ALL.csv 」

郵便番号辞書

CSV 

ファイルをダウン

ロードしご用意

いただきます。 

クリックすると下記画面
が表示される 

 

 

「全国一括」を選択し 
ファイルを保存します。 
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Ⅰ-13 郵便番号辞書インポート 

 
機能説明 

ここでは、日本郵政のホームページよりダウンロードした郵便番号辞書を、NBS の郵便番号デ

ータに取り込む処理を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 

項目移動について 

項目移動は Enter キー、またはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（←→）キーでも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意※ 

 

既に各種マスタ

ーにて登録済の

郵便番号と住所

は、郵便番号辞

書をインポートし

ても変更されま

せん。 

 

変更する場合は

修正モードにて

呼び出し住所を

削除し郵便番号

を入れ直すと 

該当都道府県 

市町村区が表示

されます。 
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操作方法 

1. 処理 

NBS に反映させる対象となる郵便番号辞書（CSV ファイル）を選択します。 

下記画面の「インポート対象ファイル」欄の選択ボタンを押すとファイル選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. インポート対象ファイルの選択 

ダウンロードした郵便番号辞書は 「KEN_ALL.CSV」 という名前で保存されています。 

該当するファイルをクリックして選択し開くボタンを押すと、インポート対象ファイルが選択されます。 
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3. インポート対象ファイルの選択が完了したら、開始ボタンを押します。 

既にインポートされていて、NBS の中に郵便番号辞書のデータがある場合は下記のメッセージが表示されます。 

はいを押して進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 終了すると下記メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

5. 終了ボタンを押して処理を終了します。 

 

 


